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子どもの音楽体験を考える 

地域円卓会議 
 

子どもに感動的な音楽体験を提供する C→Brass wind orchestra。 

その活動を評価し、どうしたら子どもの芸術体験を 

継続的に提供できるかを考える 

 

 

実施報告書 

 
日  時： 2023 年 12 月 17 日（日）13:30-16:30（受付開始 13:00-） 

場  所： 沖縄産業支援センター 中ホール（那覇市字小禄 1831 番地 1）                        

主  催： 一般社団法人 C-BRASS ウインドオーケストラ 

協  力： 公益財団法人みらいファンド沖縄、NPO 法人まちなか研究所わくわく 

 

 

 

報告書作成 

NPO 法人まちなか研究所わくわく 

公益財団法人みらいファンド沖縄 
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ＡＣＴＩＶＩＴＹ ＲＥＰＯＲＴ 

【報告】子どもの音楽体験を考える地域円卓会議 

■日  時：2023 年 12 月 17日（日）13:30-16:30 

■場  所：沖縄産業支援センター 中ホール 

■着席者数：10 名（論点提供者、司会、記録者含む） 

■参加者数：6 名（企業、非営利団体等) 

■主  催：一般社団法人 C-BRASS ウインドオーケストラ 

■協  力：公益財団法人みらいファンド沖縄 

      NPO 法人まちなか研究所わくわく

 

 
  

 
 
 
 

子どもに感動的な音楽体験を提供する C→Brass wind orchestra。その活動を評価し、ど

うしたら子どもの芸術体験を継続的に提供できるかを考える 
 

C→Brass wind orchestraは、沖縄の子どもたちのために何か行動を起こさなければ、という思い

で設立された吹奏楽団体です。今回の円卓会議では、活動を通して、音楽家から見たコロナ禍におけ

る子どもの状況の変化を確認しながら、音楽体験がもたらす子どもたちへの影響を着席者と議論しま

す。そして、芸術体験の意義を地域社会が受け止め、これらの事業が継続的に行われるためのあるべ

き姿をみんなで考えたいと思います。 

センターメンバー 

 

木村 義朗 

一般社団法人 

C-BRASS 

ウインド 

オーケストラ 

専務理事 

 

伊敷 祐希 

一般社団法人 

C-BRASS 

ウインド 

オーケストラ 

代表理事 

高江洲 奈 

沖縄県立総合 

教育センター 

研究主事 

久保田真弘 

琉球新報社・ 

スタジオ 

レゾナンス 

共同事業体 

黒島 有莉 

浦添中学校 

3年 C→BRASS 

ユース第 1 期 

メンバー 

 

玉木 見奈 

神森中学校 

3年 C→BRASS 

ユース第 1 期 

メンバー 

喜多 晴那 

北谷中学校 

3年 C→BRASS

ユース第 1 期 

メンバー 

 
伊佐 尚記 

琉球新報社 

文化芸能班 

記者 

論点提供 木村 義朗 氏 
（一般社団法人 C-BRASS ウインドオーケストラ専務理事） 

伊敷 祐希 氏 
（一般社団法人 C-BRASS ウインドオーケストラ代表理事） 



3 

 

＜板書記録＞ 
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➢ 今後のアプローチの方向性（提案） 

➢ C-brass wind orchestraの活動を知らせることが、子どもたちの音楽教育の充実を図り、奏

者の活躍の場を確保し、そして新たな地域つくりの拠点ともなりうることを意識し、広報とネ

ットワーク作りにも力を注ぐべき、もしくは助力を頼めるパートナーを探そう 

➢ C-brass wind orchestraのような子どもへの体験活動の担い手にとって行政（学校）は施設

設備や楽器という多くの資源を保有している重要な連携先である。部活動の地域移行という

時流も観察しながら、今後どういった立ち位置で活動していけるのかということを、積極的に

シミュレーションしていくことが必要 
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■参加者によるサブセッション 

 

子どもに感動的な音楽体験を提供する C→Brass wind orchestra。 

その活動を評価し、どうしたら子どもの芸術体験を継続的に提供できるかを考える 

（参加者記載の原文をそのまま記載している為、事実と異なることがあります。グループ毎に①、②・・・と記載） 

 

①  

 子どもたちがどう音楽にかかわれるのか？ 

社会（親？）に音楽をやることのメリットを

伝える 

→楽器さえあればコミュニケーションがとれる 

（問うまでもなく音楽体験は必要でしょ…） 

☆機会を増やす 

（新聞にも活躍してもらう） 

 演る側／聴く側としての音楽体験 

 「聴く側」を増やすか？ 

 いっそ垣根を取ってみんな「演って」みる流

れに？ 

 プロ／アマの垣根はそこまで必要？ 

 でも素晴らしい技術をもつ音楽家は評価され

てもほしい 

 

②  

 学校にＴＰが 10台あるが 3台しか使えない 

→知られてない 

 指導者（先生）によって全て変わってしまう 

 交流のハブにもなるし、ニーズはある 

☆アンサンブル（ハーモニー）の可能性 

（新たなコミュニケーション） 

 どうしたら継続的にできるか？ 

 お金 

 本人がやりたい気持ち大事 

 C→Brassがハブになって人や資源（お金だ

けでなく）をマッチングする 

 音楽を軸としたコミュニケーションが沖縄に

はある。 

 

 

 

③  

 「やってたことは間違いじゃない」確認でき

た。が、どうやって継続していけるのか。

（「教育面」ありだな） 

 沖縄は「音が明るい」「リズム感がとても良

い」 

 情報にうとい（エクセル使えない…） 

 コザ高で続けられそう（部活で） 

 小学校がブラスバンドできていない（那覇市

はとくにヤバイ）予算がつかない 

 音楽の先生になりたい 

 楽器をはじめたきっかけは、友人に（小学校

で）さそわれ部活をはじめた 

 学校に行きにくい（行けなかった）子が「ユ

ースに通うならちゃんと学校に行くと親と約

束して学校に行けるようになった。 

 地域移行は、文化はまだすすんでない 

 ユースの活動より、やはり部活を優先して 

ほしい。 

 「目指すバンド（団体）がない」からやる子

も減ってきた。だから CBRASS はじめた。 

 ユースの礼ギなど、びっくりした（ふだんの

部活はだいぶゆるい） 
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④  

一万人の第九みんなで体験しよう 

スポーツ かち／まけ よく目にする 

吹奏楽 コンクール←先生 

「強豪校に行きたい」⇔かっとう 

・もっと増えるといい 

・もっと身近だといい 

譜面のおもしろさ 

人間的な成熟度 C→Brassユース 

てだこホール（小ホール）→もっと大きなホー

ルでやりたい！将来も音楽をやりたい 

「まざりたい」と思った 

他の子も C→Brassに来たらそう思う!!と思う 

C→Brass（大人数）ユースでの演奏→専門性 

→他校生との連携 

→コミュニケーション力 

音楽的なエクセレンスに触れる 

⇒「音楽をしててよかったなと思う瞬間がみん

なにあったらいいな」 

（居場所が広がる） 

自分の→C→Brass→学校 小学校の時から 

父・トランペット 

クラッシックもきいてた 

語学（英語／かんこく語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤  

 大人が介在しないと縮小していく危機感… 

→伝統芸能も。クラシックは効果が見えづら

い。吹奏楽は音が出るまで時間がかかる。 

人数も減っている。（理想は 30名以上） 

 県内のファゴット奏者が減っている。 

 下手同士が集まるのが大事？ 

→常にできない自分を客観的にみる。同じ

ところで成長していける。 

 プロセスが楽しい？ 

→人と一緒に合わせていくことが、楽しく

もあり苦しくもある。 

 個人競技でもあり、団体競技でもある。 

 それぞれに任されている役割に代替ができな

い。／やりがい 

 普通の子どもたちの様子を知らない、色んな

生活をまとった子たちが集まってくる難しさ

を感じる。 

→外部から必要だとしたら、何？ 

：知恵を借りたい。もっと多様な体験を子ど

もたちに渡せるはず。 
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子どもの音楽体験を考える地域円卓会議 

参加者アンケート集計 

 

◆概要 

・日時：2023年 12月 17日（日）13:30-16:30 

・場所：沖縄産業支援センター 中ホール 

・着席者：10名（論点提供者、司会、記録者含む） 

・参加者：6名（企業、非営利団体等） 

（アンケート回収 2 名、回収率 33％） 

１．どちらから？ 

 

２．所属 

 

３．円卓会議はどのように知ったか 

 

 

 

 

４．満足度 

平均：4.5（5 点中） 

5.満足 
4.概ね 

満足 

3. 

普通 

2.あまり

満足して

いない 

1. 

不満足 

1 名 1 名 0 名 0 名 0 名 

 

５．満足度の理由 

（５．満足） 

 音楽に必要なこと、課題とかを知れたし言

葉にして話せて良かった。 

 

（４．概ね満足） 

 C→BRASS の活動について、もっと頑張って

欲しいので、何か youth 活動に協力できる

か考える事ができた。Supportしていきたい

と思います。 
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（写真）会場の様子 
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＜サブセッション 記録用紙＞ 
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